
理論段数、圧力、粒子径の関係、Van Deemterの式より AscentisTM　Express

　粒子を細かいものを選択すると理論段数が高くなることは一般に知られています（Van 
Deemterの式より）。ここで、Ascentis Expressは粒子内拡散経路が0.5μmと大変短いた
め、2.7μmの粒子径においても1.2-2.2μmと同等の理論段数を持つ事に成功しました。
（下式は1.　F. D. Antia and C. Horvath, J. Chromatogr., 435 (1988) 1-15.に詳細記載）

　A項　：　多流路拡散、渦巻き拡散　：　粒径をdp 
　B項　：　カラム軸方向への拡散、アナライトの移動相中の拡散係数をDm 
　C項　：　物質移動の項　：　固定相ー移動相での物質移動、粒子内での拡散による物質
移動　　　　　　に依存。　（Fused-Core の拡散経路0.5umに大きく依存）
　D項　：　移動相中での分子拡散（一般にここでは殆ど影響無）
　収着速度論の項　：　低分子、逆相においては省略される項

　短い拡散経路は外を流れる溶媒との間の移動差を最短に出来ます。また、非常にタイト
な粒度分布を持ちます。結果、 1.2-2.2μmと同等の分離性能を発揮します。且、背圧は上
がりません。
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背圧と線速度の関係Van Deemter Plotにおける分離能

Fused-Core粒子の
流路、拡散イメージ

＜＜　　　＜＜　　　==

粒子内を通らない
粒子内拡散
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▲
汎用タイプHPLC

▲
UFLC、超-高圧LC

▲
旧タイプHPLC


